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【目的と意義】 

B 型肝炎ウイルス（HBV）はエンベロープを持つ DNA ウイルスであるが、一般的なエンベロープを持つウ

イルスに比べ消毒薬抵抗性が高いとされている。これまで、定量的で再現性の高い HBV 感染モデルが

無かった事から、HBV の不活化条件に関する詳細な報告は少ない。我々はこれまでに、cDNA‐uPA/SCID

マウスをホストとして作製したヒト肝細胞キメラマウス（PXB マウス®）から分離した新鮮ヒト肝細胞（PXB‐

cells）を用いて、HBV 持続感染 in  vitro モデルを確立している。今回、HBV を弱酸性次亜塩素酸水

（Solution Water®, SW）を用いて様々な条件で処理し、HBV 持続感染 in vitro モデルを用いて、その不活

化効果を定量的に評価出来るか検討を行った。 

 

【材料と方法】 

PXB マウス（置換率 90％前後）から分離した PXB‐cells  をプレートに播種し、播種 1 日後に HBV（5 

genomes/cell）を感染させた。HBV に SW（塩素濃度 0～180 ppm、作用時間 30 秒～2 時間）、もしくは次

亜塩素酸ナトリウム水溶液（陽性コントロール、塩素濃度 1200 ppm）を加え処理した後、PXB‐cells に添加

した。感染 12 日後に、培養上清中の HBV DNA 量を qPCR で定量し、さらに免疫染色で HBsAg 陽性細胞

数を評価した。 

 

【結果】 

培養期間を通して、PXB‐cells は高い viability とアルブミン産生能を維持していた。SW および次亜塩素酸

ナトリウムの明らかな細胞毒性は認められなかった。SW を HBV に 2 時間作用させたところ、SW の塩素

濃度依存的に培養上清中の HBV DNA 量が減少した。SW は塩素濃度 150 ppm 以上で塩素濃度 1200 

ppm の次亜塩素酸ナトリウム水溶液と同等の不活化効果を示した。また SW は、塩素濃度 180 ppm で

30秒間処理すれば、塩素濃度150 ppmで2時間処理したものと同等の効果を示す事が明らかとなった。

さらに、免疫染色により HBsAg 抗体陽性細胞数を比較したところ、HBV DNA 量の結果と同様に、塩素濃

度 150 ppm 以上の SW で処理した群において陽性細胞は認められなかった。 

 

【考察】 

以上の結果から、本感染モデル系は HBV の不活化条件の検討やウイルス粒子の感染性を解析する上

で、定量性を示す有用なモデルである事が示された。 


